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要　約
　来談者中心療法で重要な局面の一つとされる自己受容に影響する要因には他者による受容があるとさ
れている。本研究は Cl の語りから Cl と Th の関係性における被受容感と受容を探索的に検討すること








The purpose of this study was to explore the relationship between therapist acceptance as perceived by the client 
and the client’s sense of acceptance in their own words. In simulated counseling sessions, four healthy female 
participants played the role of a client with a concern they wished to resolve and three female clinical psychologists 
with more than five years of experience played the therapist. Afterward, the authors conducted interpersonal process 
recall interviews with the “clients”. Categorization of the types of therapist behavior demonstrating acceptance in 
the interview data found more nonverbal than verbal behaviors. All the “clients” said that they felt accepted and had 
a sense of trust and a sense of reassurance from the way the therapist looked at them. Analysis using Modified 
Grounded Theory Approach showed that the process of the “client” coming to feel accepted by the therapist included 







究がいくつかある（川﨑・小玉 ,2010 ／原澤 ,2017）。他者による受容に関する知見としては，
杉山（2001）が抑うつ傾向者の対人関係の特徴に，「自分は他者から一定の暖かさや承認を持っ




2001）としている。そのことから，Cl とセラピスト（以下，Thと示す）間の Cl の被受容感を
検討することは来談者援助に有効であると考える。














が “ 受容 ” として有名であるとし，「心の底から大切にする態度」ともしている。また，非言語
的な側面や雰囲気などによって伝わる部分が大きいだろうが，共感的な応答によって伝わること
もあると述べている。Thによる “ 受容 ” や “ 積極的関心 ”，“ 共感 ” について，Cl による評定に
おいてセラピーでの改善の結果と関連が見られる，と報告する論文は多い（Cooley&Lajoy,1980
/Farber&Doolin,2011 など）。Cl から面接を振り返る語りを得てThの介入を検討した研究と
















される」としている。面接を経て Cl と Th の間で被受容感を感じる関係が実現し，被受容体験
をすることで，面接前よりも後の方がCl の精神的健康が高まる可能性が考えられる。
　以上のこと踏まえ，本研究はClとThの関係性が形成される初期段階のカウンセリング導入期，




















　Th役（以下，本研究におけるTh役を Th と表記する）は，臨床経験 5年以上の臨床心理士















番目に困っていること」とした。1回 50 分間で各 Cl につき 1回行われた。
　また，模擬カウンセリングの前後には，Cl に精神的健康に関連する質問紙へ回答していただ
いた。質問紙は自己受容尺度（櫻井 ,2014）・自己肯定感尺度（田中 ,2008）・セルフコンパッショ
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表 1-1．⾯接の概要 
 Cl の属性・主訴 Th の属性 問題のイメージの変化 
ケース A 20 代⼥性⼤学⽣・⾃分の性格について 20 代⼥性 a ７→５ 
ケース B 20 代⼥性⼤学⽣・友⼈関係について 30 代⼥性 b ７→３ 
ケース C 20 代⼥性⼤学院⽣・⾃分の癖について 
20 代⼥性 c 
６→６ 
ケース D 20 代⼥性⼤学⽣・対⼈関係について ５→４ 
 
Th の受容反応の分類および各 Cl の体験 
表２．Th の受容反応の分類 
ユニット カテゴリー 
各 Cl が体験した数 主なラベル 
（「」：IPR での Cl の語りより抽出〈〉：Th の発⾔） A B C D
⾮⾔語反応 
あいづち・うなずき ３ ２ ０ １ 「あいづち」「〈うんうん〉という反応」「うなずき」 
⽬をみること １ １ １ １ 「⽬を⾒ながらのあいづち」「⽬をみて話してくれたこと」
⾝振り⼿振り ０ １ ２ １
「実際に⼿を⾒ていること」「⼿を動かすジェスチャーが
⼊ること」 
座る位置 １ ０ ０ ０ 「斜めに座ったこと」 
表情 ０ ０ ０ １ 「〈ほー〉と⼝を開ける表情」 
間 １ ０ ２ ２ 「間があること」「最後の間」 
属性 ０ ０ ０ ２ 「カウンセラーというカテゴリー」「同性」 
全体 １ ２ １ ０ 「（細かな反応）全部」「全体的な感じ」 
⾔語反応 
質問 ２ ０ ０ ０ 「賛同のあとの質問」「先のことの質問」 
賛同 ４ ０ ０ ０ 「賛同」「〈そうだよね〉と⾔われたこと」 
あてはまる返し ０ ２ ３ ２
「あてはまると思うことを⾔われたこと」「⼼情とあては
まる返し」 





０ １ １ １
「思ったことを話してくれたこと」「気持ちをわかろうと
してくれているからこそのアドバイスをくれたこと」 
覚えていたこと ０ ０ １ ０ 「前に話したことを覚えていてくれたこと」 
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　Cl の視点からThの受容反応を抽出するべく，IPR インタビューでの Cl の発言の逐語データ
をもとにKJ 法を援用した手法（福島 ,2016）により分類し，Thの各受容反応に対応する各 Cl
の体験を比較しやすくするため，表を用いて整理した。
（２）修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）法による概念化とプロセスの生成

















さらに “ 非言語反応 ” と “ 言語反応 ” の２つのユニットにまとめられた。分析の際のラベリング
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カテゴリーが見出された。Cl が体験した数をユニットごとで全 Cl を合計すると，非言語反応に













































































































































表５．Cl の体験を⽰す全概念の定義と具体例の⼀覧および Cl の対応表 
カテゴリー および 概念 
各 Cl における 
出現度 









  〇 〇
カテゴリー【初めて会う Th との間を気まずく感じる】 
定義：初めて会う Th の考えていることがわからないよう間を気まずく感じること 
具体例：間が、このまま続けてしゃべっていいのかなって、最初思った。（A） 

















〇 〇  〇
概念 歩み寄ってくれていると感じる 
定義：Th が Cl のことをわかろうと近寄ってくれていると感じること 
具体例：たぶんこういう癖がない⼈はわからないと思う。実際に⾒て⼀⽣懸命考えてくれようとしてくれ
てるなっていうことを感じました。（C） 






 〇  〇
概念 しっくりくる 
定義： Th の⾔葉に納得して⾃分の気持ちが整理されている感じがあること 
具体例：カウンセラーさんが⾃分の思ってることをまとめて⾔ってくれたりして、そこは⾃分の気持ちの
整理がしやすかったかなって思います。（D） 





〇 〇 〇 〇
4 
２．Cl の被受容体験のプロセス 
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〇    
カテゴリー【カウンセリングの慣れない雰囲気に緊張する】 
定義：初めて会う Th に話すとい ことや独特の間のある慣れないカウンセリングの雰囲気に対して緊張
を感じること 
具体例：初めて会った⼈に⾃分のことを打ち明けるっていう機会は滅多にないので、緊張しました。（D） 
  〇 〇
カテゴリー【初めて会う Th との間を気まずく感じる】 
定義：初めて会う Th の考え いることがわからないよう間を気まずく感じること 
具体例：間が、このまま続けてしゃべっていいのかなって、最初思った。（A） 
















だとかっていうのは感じやす なって思いま 。（Ｂ） 
〇 〇  〇
概念 歩み寄ってくれていると感じる 
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  〇  
カテゴリー【しっくりくる】 
概念〈うまく伝えられなくても理解してくれた 〉 
定義： うまく⾔葉にして伝えられないことも理解してくれたと感じるこ  
具体例：うまく伝えられてないけど、その⼈ りに理解してくれてこたえてくれる、 が返ってくる。
（B） 
 〇  〇
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Th が Cl のことをわかろうと近寄ってくれていると感じること 
たぶんこういう癖 ない⼈はわからないと思う。実際に⾒て⼀⽣懸命考えてくれようとしてくれ
てる いうことを感じました。（C） 








定義： Th の⾔葉に納得して⾃分の気持ちが整理されている感じがあること 
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〇    
カテゴリー【カウンセリングの慣れない雰囲気に緊張する】 
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具体例：間が、このまま続けてしゃべって いのかなって、最初思った。（A） 
〇  〇 〇
カテゴリー【⽬を⾒てくれると聞いてもらえていると感じる】 
定義：Th の視線をよく感じることで聞いてもらえていると  
具体例：カウンセラーさんずっと、ほぼ、⽬を⾒て話してくれてたの 、話を聞いてもらえ る感じがし
て受けいれられてるなっていう気持ちになりました。（B） 












〇 〇  〇
概念 歩み寄ってくれていると感じ
定義：Th が Cl のことをわかろうと近寄ってくれている 感じること 
具体例：たぶんこういう癖がない⼈はわからないと思 。実際に⾒て⼀⽣懸命考え ようとしてくれ
てるなっていうことを感じました。（C） 
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〇 〇 〇 〇4 
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  〇 〇
カテゴリー【初めて会う Th と 間を気まずく感じる】 
定義：初めて会う Th の考えて ることがわからないよう間を気まずく感じること 
具体例：間が、このま 続けてしゃべってい のかなって、最初思った。（A） 











〇 〇  〇
カテゴリー【歩み寄っ くれていると感じる】 




〇 〇  〇
概念 歩み寄ってくれ いると感じる 
定義：Th が Cl のことをわかろうと近寄ってくれてい と感じること 
具体例：たぶ こういう癖が ⼈はわからないと思う。実際に⾒ ⼀⽣懸命考えてくれようとしてくれ
てるなっていうことを ました。（C） 






 〇  〇
概念 しっくりくる 
定義： Th の⾔葉に納得して⾃分の気持ちが整理されている感じがあること 
具体例：カウンセラーさんが⾃分の思っ ることをまとめて⾔ってくれ りして、そこは⾃分の気持ちの
整理がしやすかったかなって思います。（D） 
〇 〇 〇 〇
カテゴリー【どんな⾃分でもわかってくれると感じる】 
概念〈こんな⾃分のこともわかってくれると感じる〉 
定義：悩みや短所を含 ⾃分のことをわかってくれる 感じること 
具体例：（話下⼿な）こんな⾃分も受けいれられてもらえたのかなっていう感じ。（B） 
〇 〇 〇 〇
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〇  〇  
カテゴリー【ためらいながらも話そうと思える】 
定義：⾃分のことを話すことにためらいを感じながらもこの Th になら話そうと思えること 
具体例：昔のこととか話すのってけっこう恥ずかしかったり、初対⾯の⼈にするっていうのが、なかなか
アレだと思うんですけど、話しやすくはなりましたね。（C） 



























  〇  
カテゴリー【ありのままの⾃分でいいと思える】 
概念〈思うほど悩むことではないかもしれないと感じる〉 
定義：悩んでいることは Cl ⾃⾝が思うほど悩むことではないかもしれないと感じること 
具体例：こういう聞いてくれる⼈がいるんだったら、別に、⾔えなくてもそんなに困ったことじゃないか
なってちょっと思ってきて（笑）（A） 




















〇  〇  
カテゴリー【ためらいながらも話そうと思える】 
定義：⾃分のことを話すことにためらいを感じながらもこの Th になら話そうと思えること 
具体例：昔のこと か話すのってけっこう恥ずかしかったり、初対⾯の⼈にするっていうのが、なかなか
アレだと思うんですけど、話しやすくはなりましたね。（C） 



























  〇  
カテゴリー【ありのま の⾃分でい と思える】 
概念〈思うほど悩むことではないかもしれないと感じる〉 
定義：悩んでいることは Cl ⾃⾝が思うほど悩むことではないかもしれないと感じること 
具体例：こういう聞いてくれる⼈がいるんだったら、別に、⾔えなくてもそんなに困ったことじゃないか
なってちょっと思ってきて（笑）（A） 














































































































































































































































Th a: うんうんうん［あいづち・うなずき］。 







Th c: なんか、不思議な気持ちになる［あてはまる返し］。 





























































































いると感じられるが，“ 大切にされている感じ ” は回数を重ねて感じられるものである可能性が
あること⑥問題が「解決しない」という体験も Cl のドロップアウトを防ぐ要因の一つになる可
能性があること，の 6つのことが示された。
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